
タンク搭載自走スプレー WP-50IS

<取扱説明書>

本書に記載したと△の表示のある注意事項や機械に貼られたとしの表示のあるラペルは、人身事故
等の危険が考えられる重要な項目です。よくお読みになの、必ずお守のください。なお、と△の表
示のあるラベルが汚損したり、はがれた場合はお買い求めの販売店にご注文いただき必ず所定の位
置にお貼のください。

本書に記載したム》の表示のある注意事項や機械に貼られたム》の表示のあるラベルでは、特に重
要と考えられる取り扱い上の注意事項について、次のように3段階に分けて表示しています。

とL危険・・・その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになります。

と△警告・・・その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があります。

とL注意・・・その警告文に従わなかった場合、けがを負う恐れがあります。
また、製品の故障や損傷につながる使い方に関する注意事項については取扱説明書、機械に貼られ

たラペルともに、匝回の表示を用いています。
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・次に該当する方は、この製品を使用しないでください。

'酒気をおびた責_▲、,<、
・過労、病気、薬物(農薬を含む)の影響その他の理由によの、正常な防除作業ができな
い者

・妊娠中の者
15歳未満の者
負傷中の者、生理中の女性等農薬による影響を受けやすい者

.この製品を他人に貸与または譲渡する場合は必ず取扱説明書を添付し、よく読んでから使
用するように指導してください。

・安全性を損なう恐れがありますので、改造しないでください。

゛ '

4

廻命が適切でない薬液憾、作物を傷めゑだけでなく人体にも套害になる恐れがあのます。.

薬液の調合の際は、農薬め使用上の注意をよく読み、正しく希釈してから使用してくだ途
い。

.農薬は必ず専用の保管箱に鍵をかけて保管し、絶対に食品や食器とは一緒に保管しないで
ください。

.誤使用、誤飲の危険があのますので、農薬は絶対に別の容器に移し替えないでください。

農薬の空容器は、散布液調合堕に必ずよく洗い、薬品メーカの指示に従って、、その都度.

正しく処分してとださい。空容器を洗った水は塗害の恋い方法で処分してく)ごさい。

・防除・除草用の農園芸用薬品の散布、散水用途以外には使用しないでください。

▼ 工

ホースに亀

.火災の恐れがあのますので、燃料補給時は次の項目を必ず守ってください。
・燃料はエンジンを止めた状態で補給してください。
・燃料補給時は麥気に充分注意して《ださい。
・燃料補給時は高温部に燃料郊かからないよ、に補給してください。
・燃料タンクの給油口一杯まで燃料を入れ恋いでください。
燃料がこぽれたらきれいに拭き取ってください。
燃料補給後、無料タンクキャップは確実に閉めそください。

・作業前に接続契のパツキンに脱落のないこと、各ネジ部にゆるみが趣いこと、
裂、摩耗、破損の恋いこと等、各部に異常のないことを確認してください。

-1-

(

企
注
意

.

.

=

企
注
意

企
危
険 .

.

企
注
意



一冒■

・後進時は後方の障害物と本機の間に体がはさまれるとけがをしますので、充分注意してく
ださい。"」'

・農薬の吸入や付着による事故を防ぐため、 帽子、、保護眼鏡、保護マスク、ゴム手袋、長袖
皮膚が露'せず冠険おない服嚢で作業をおこなの保護衣、長ズボン、ゴム長靴を着用し、

つてください。

・やけどのおそれがあのますので、エンジンの高温部にはさわらないでください。
・ハウス内での使用は人体に悪影響を及ぼすおそれがあのますので、よく換気をしてくださ

い。

・転倒し、けがをするおそれがあのますので、軟弱恋路地では走行しないでください。

車体の重脚位置は、薬液タンクだ空のときは車体後亨に、猶タンのζきは車体前亨に移動
.

します。傾癖地では車体の重1山位買が山側になるように建行してください。重1小位置が谷
側にな之ど;'車体の山側が浮きモがり、転倒する恐れがあのます。」゜ー

・薬液タンクが空の状態や傾斜地で、急加速や急減連を行うと、車体の前方や後方が浮きξ
がの、思わぬ事故にうながる恐れが謝りますが走行クラッチしパーやアクセルレバーを操作す之際は、余裕をもってゆっくのと操作し泛ください。

・転倒によるけがのおそれがありますので、傾斜地では必ず等高線に対し直角方向に走行し
てください。

・転倒によるけがのおそれがありますので、傾斜地では絶対に旋回しないでください。

-2-
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・作茎中、作業後にめまい、頭痛を生じまたは気分が少しでも悪くなった場合は直ちに医師の診察を受けてください:ハ'」'
・各ホースの温度は40゜C以下で使用してください。 40でょの高くなのますと性能が低下
します。゜=ー

・水道、河川、池、沼な七を汚染し巨いように、,また、人体や散価対象物以外のものにかか
らないよう風や周囲の状況に充分注意して作業をおこなってください。

・エンジンを始動するときは突然の走行や噴霧を防ぐため、 必ず走行クラッチレバーとボン
プクラッチレパーを共に『切j"にしてくだぎい。'
回転部に巻き込まれてけがをするおそれがあのますので、 保護カバーを外した状態では絶.

対に使用しないでください。'
・回転中のプーリ、ベルト等に触れないでください。触れると巻き込まれてけがをします。
・公道での走行は危険ですので、しないでください。

・ブームを人恋七にぶっける危険があのますので、移動走行は必ずブームを収納した状態で
おこなってください。'"」'山
ブームを人恋どにぶっける危険があのますので、プームを伸1書した状態での操舵、旋回は、

.

サイドク乏ツチレパーを機体後方へ軽く引いたb戻したりの繰の返しだよの、徐たにおこ
なってください。"'ハ
フ:ームを人恋どにぷっけ酉娃険がありますので、プームの操作はまわのに人などの障害物

.

がないことを確認してから行ってください。'
・走行虫や薬液散布作業中に何らかの理申によの直ちに走行L薬液散市を停止したいときは、
非常停止ボタンを押して、エンジンを停止してから走行ク豆ツチyパー、ポンプクラッチ'
レバ三を『切』にし工喜ださい。急停止の際には、車体の前方や後方が浮き上がる恐れがあのますので充分に注意してく1ごぎい。ハ"

・前進、後進、旋回をする際、周囲の人に合図をし、安全を充分確かめてください。
・あぜ等の障害物を乗の越える時やトラックへの積み降ろし時は低速で走行してください。
・高速での旋回は大変危険ですので、旋回は必ず低速で行ってください。

薬液タンクが適水状態のと、き、傾斜地などタンクが傾いた状態に恋ると薬液が薬液タンク
.

キャップのネジ部からこぽれるごとがあのますので注意して之ださい。
・駐車する時は車体がひとのでに動き出すと危険ですので、平坦で堅固恋場所に駐車してく
ださい。

、、動債を亭立冶炉た{チ交換する1勿己は顔面よ六傷孳液か力四る,'、芽があのますの、
こなってください:"山

.
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.作業後は手足はもちろん、全身廷石鹸でよく洗うと、ともに目の水洗いとぅがいをしてくだ
さい。また作業期間中は衣服を毎日取の替えてください。

動噴を止地くも動噴~ホース内に圧力が残っていることが亜のます。この状態で接続部を.

外すと薬液が噴き出す恐れがあり素すので、接続部を外す前に周囲の状況を確認し、吐出コックを閉じてから噴口を吐出状態にレて動噴元ホース内の圧力を抜き、取の外し泛くだ
さい。

下水等に流入して被害を及ぼさ余った楽液盈び機械の洗浄水は、河川、水源池、 池、 沼、.

ないよう、薬害のない方法で処分してください。

前回、使用した薬液が包ンク、ホース、ノズルなどの内契に残っていると薬害をおこす危険.

性があのまず。特に除草剤散布に使角した後、一般防除作業に使用する場合は残っている
薬液を充分に洗い流してください。

・必ずブームを収納した状態で保管してください。

.保管時は必ず走行クラッチ、ポンプクラッチを共に切の、風雨や直射日光の当たらない平
坦なところで保管してください。

(

-3-

(

転落によるけがの恐れがあのますので、下記の事項を守ってください。

.アルミブリッジは80ok3f以上の荷重に耐えられる、トラック荷台高さの4倍以上の長さ
のものを使用してください。

・必ず薬液タンクを空にしてから積み下ろしを行恋ってください。

・トラック荷台上では薬液を薬液タンクに充填しないでください。

・車体の重1山位置が上側になるように、後進で上の、前進で、ドつてください。

・低速(前進1速、又は後進1速)で走行してください。

・アルミブリッジ上ではサイドクラッチを切らないでください。

4 -4
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国
名称

型式

寸法

本機乾燥質量

全長

全幅

クローラ

王'f弓1

幅

走行クラッチ方式

ブレーキ方式

外幅

(

旋回方式

タンク搭載自走スプレー

トレッド

変速方式

接地長

VVP-50I S

平均接地圧

走行速度

380omm

1250mm

240omm

510k今
20omm

エンジン

前進または後進1速

750mm

前進または後進2速

550mm

メーカー

90omm

型式

0.028Mpa(0.28kgf/cm2)(タンク満タン時)

最大出力

ペルトテンション方式

連続定格出力

内拡式ブレーキ

動噴

始動方式

爪ロック式

燃料タンク容量

有段変速方式(前後進各2速)

点火プラグ

薬液タンク

形式

(

3.4km/h

9km/h

型式

薬液撹捍

三菱重エエンジンシステム鶴

回転数

GB30OLN

吸水量

ボージンキ

フ.3kvv (10.OPS)

最高圧力

5.5kvv (75PS)

容量

リコイル式

方式

6.04

吐出量

NGK

ネジサイズ

高圧型ピストン式ポンプ

プーム

AF-55-SVV

10oorpm

BP5ES

油圧

564/min

上下移動

2.5Mpa

先端上下

500ι

噴流撹押方式

左右方向旋回

2.1 ι/min (25Mpa時)

伸縮

G3/8

収納

1貰口

静止転倒角度
(プーム収納時)
(空/満タン)

950mm (地上高450~1400)

形式

噴板型式

十30゜~-2゜

噴頭数

180゜

吐出量

310omm (プーム末端位置4550~7650)

噴ロピッチ

散布幅

首振自在ノズル

その他

広角噴板N02

右

24個

^

月U

30omm

94/min (15Mpa時/1頭当)

後

機体中榔よの4450~7550mm
スライド連動開閉機能(元プーム)

19゜/18゜

28゜/21゜

32゜/20゜

※ブーム伸展時、伸展側への左右静止転倒角度は10゜以下。

27゜/22゜

-4-
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国 幽.14

3-1 各部の名称

鳥

^

月U

薬液タンク
キャップ

薬液タンク

、＼

■

JJ^'JJ、1二1コ^'、咋

クローラ

〆 0'

油圧ポンプ

エンジン

^

.^

左
'〆

サイドクラッチ
レパー(D

1泌翁'
ト'ー、_/毛

ごιフヅ'キ洩iン"
f念才τ'琉・

ブーム

右

動噴

、、、

^

バックストップ

^

ブーム操作レパー

...

変速レパー

後

恥

'建

ー、、

リコイルスタータノプ

δ

C

' 1,・,建野,1

^Jユチー

'ー,▲きミス、凡_§1"1,イ

"、ー^

サイドクラッチ
レバー(R)

ポンプクラッチ
レバー

非常停止
ボタン

走行クラッチ
レバー

-5-
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3-2 ラベル貼付位置

・ラベルはいつもきれいにして傷つけないようにしてください。

ラベルが汚損したの、はがれた場合はお買い求めの販売店にラベルの品番と共に注文し、.

新しいラベルに磨の替えてください。'ハ'
・新しいラベルを貼るときは貼る面の汚れをふき取の、乾いた状態にして元の位置に貼って
ください。

会注意

①692004110

ブームを人などにぷつける危険があります

ブームの取り扱い
に関する注意

・移動走行は必ずブームを収紬し足状態で
おこってください。

サイドゥラッチ心バーを機体後芳へ軽く
引いたり戻したりの繰り返しにより徐々
に行ってください。
ラームの操死はまわりに人などの障害物
がないことを確認してからおこなってく
ださい。
保管は必ずブームを収紬した状態でおこ
なってください。

②692004060

④692004180

高温注意

公道での圭行ほ危険ですので、しないでください.
エンジンを始動する時は必ず走行ウラッチとポンプ

あぜ等の障害物を乗り越えるときやトラッウへの積
み下ろし時は.低速で走行してください.
高連での能回は大変危険ですので、旋回は必ず低速
でおこなってください.
回転中のプーリー、ペルト等に触れないでください
駐隼は早坦で墨固な場所でおこなってください.
保管時は必ず走行ケラッチ、ボンプウラッチを切り
風雨や直射日光のあたらない平坦なところで保管し
てください。
水道、河川、池、沼などを汚染しないように、また
散布対象物以外のものにかからないよう、風や周囲
の状況に充分生章して散布作宴をおこなってください.
肪除、除草用の農圃芸薬品の散布、散水用途以外に
は使用しないでください.

さわるとやけどをす
る恐れがあります。

(

692004060

③692008290

'警

転倒によるけがのおそれがありますので
下記の事項を必ず守ってください。

傾斜地では必ず等高線に対し直角方向に

傾斜地運転時の注意

⑤692004290

走行してください。
傾斜地では絶対に旋回しないでください。
車休重心位置が山側になるように走行L
てください。
傾斜地での停止は、極力避けるようにし

ください。また、なるべく早く平坦地に
移勳するようにしてください。

'危険
後進時、
後方の
障害物
に注意

、1/

黛辨詫
誘艝孝。

軟弱地
の走行
厳禁

^
て工'=, E.

"宇

經;器
誹が削

会警告

トラックへの積み下ろし時の注意

転落によるけ越のおそれがありますので下記の事項を

ラッ方の荷台高さの4倍以上の長さのもあを使用する己と

・最低長度(前進1速または後進1速)で走行すること。

^

⑥692004050

会警告
服装に関する喚気に関する

主意 主意
ハウス内等でのご使
用は人休に悪影響を
及ぽすおそれがあり
ますので、よく喚気
をしてくださ

系
!1

'、注意

取扱説明書農薬の取扱
、芸T 主意1

誤使用による事故の 誤使用による事故の
おそれがありますの おそれがありますの

で、ご使用の前に農
扱説明書をよくお読

翻ヲ甃悲欝みください

'注意

-6-
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剛ギ

⑦692004190

会警告

回転部に
、^

ノ゛ι卸、

けがをするおそれ力
ありますので、エン
フン稼動中はこの付
近に手を入れないで
ください

画襄忍

XI_^,
,ー"

⑧692004100

了

鷲

会注意

ーフー

縫

、トS#、

保護カバー取
り外し状態で
の使用禁止

1,ヨ三威の岩

途、

⑨692008310

692004190

、馳゛ー

回転部に巻き込まれ
てけがをする恐れ力
あります

⑧

'、ぶ'

会危険

火災の危険あり

火気厳禁

692004100

"

(

鷺倉.■
、
、
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⑩177236

ノズルから薬液が噴出しま
す。エンジンが運転中は
噴頭部に近づかないこと

■畠●^L

⑪692008320

泌

国・

、4
会

(

切断する恐れ
あり
手を入れない
こと

梱包されている部品が全部そろっているかどぅか、輸送中の事故で破損している部品が
ないかを確認してください。'
もし、欠品または破損などがあのましたら、製品名、型式、製造番号と共にお買い求め
の販玲店にお知らせぐださい。"'ハ

;に

訓

※反対側にも貼付

甘邦 包諭

疉魂

多

本体

ー."

取扱説明書(本書)

条
,弐

取扱説明書(動噴用)

昼

取扱説明書(エンジン用)

十字ドライバ

ボックススパナ

品名
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国
5-1 始業点検整備(作業前の点検整備)

事故や故障を未然に防ぐため、使用する前に欠かさず下記点検整備をおこなって
ください。

始業点検によの不具合が発見された場合には、『フ-2点検、整備方法』該当項
目に沿って直ちに補修などの処置を施すか、お買い求めの販売店にご相談ください。

^^
^^

<始業点検項目一覧表>

前回の異常個所

点検個所

燃料

エンジン

前回の作業で気付いた点が修理できているか。

漏れはないか。

充分に入っているか。

点検内容

オイル漏れはないか。

オイルは規定量入っているか。

エアクリーナにほこの等が詰まっていないか。

エアクリーナの損傷はないか。

リコイルスタータ周辺部の異常は恋いか。

マフラ周辺部の異常は恋いか。

排気状態は正常か。

正常に停止できるか。

(その他エンジンの説明書を参照すること。)

ミッション

クローラ

スロットルレバー

変速レパー

走行クラッチレバー

サイドクラッチレバー

オイル漏れはないか。

動噴クラッチレバー

異常な摩耗、亀裂はないか。

異物の噛み込みはないか。

張の具合は適正か。

各部ワイヤの点検

油圧ポンプ

滑らかにエンジン回転が上下するか。

油圧配管

レバー操作して正常に変速できるか。

動噴

作動具合は適正か。

作動具合は適正か。

薬液タンク

作動具合は適正か。

吸水ストレーナ

損傷はないか。

薬液配管

作動油は規定量入っているか。

作動油の漏れはないか。

ノズル

ブーム

ホースに傷や割れ、漏れはないか。

オイルは規定量入っているか。

(その他ボンプの説明書を参照すること。)

各部の締め付け

」゛

漏れはないか。

ゴミ等の詰りはないか。

ホース、噴霧管に傷や割れ、漏れはないか。

噴板に詰のはないか。

伸縮用チエーンに損傷はないか。

油圧シリンダ、油圧モータの動作は正常か。

緩みはないか。

-9-

(

/
气



5-2 エンジン始動・停止

◎エンジン始動
①変速レバーをニュートラル位置にし、走行クラッチレバー及ぴポンプクラッチレバー

を共に『切』にします。
②燃料コックを開きます。
③スロ髪トルレバーを中程度にセツトします。
④非常停止ボタ、ンを押し恋がら『入1、まで回します。⑤チョークノブを引きます。(エンジンが充分暖まちている時はこの操作は不要です。
⑥りコくルスタータノブを勢いよく引き責す。_゜
⑦工Zジンがかかったらチョークノプを徐々1こ戻します。⑧暖気運転を2~3分間おこなってくだざい。゜

非常停止ボタン

'

チョークノフ

匝雪司

匝璽珂(

・やけどのおそれがあのますので、エンジンの高温部にはさわらないでください。

スロットルレバー

エンジンを始動するときは突然の走行や噴霧を防ぐため、 必ず走行クラッチレバーと.

ボンプクラッチレバーを共に i切』にしてξださい。'
・回転中のプーリ、ベルト等に触れないでください。触れると巻き込まれてけがをしま
す。"゜

-10-

◎エンジン停止

①スロットルレバーを『低』にします。
②エンジン非常停止ボタジを押すとル加

5-3 走行

◎発進

①走行クラッチレパーのル刀』を確認します。
②変速レパーを希望する位置に確実に入れます。
③スロットルレパーを中程度にします。
④走行クラッチレパーを『入』側にゆっくりと倒して発進します。
⑤速度の祝鮨周整はスロットルレバーの操作で行ってください。

聾器

巻

燃料コック

匝亟]

.士、』^

ーー,

・後進時は後方の障害物と本機の間に体がはさまれるとけがをしますので、充分注意
してください。"」'

リコイルスタータノブ

の状態に恋のエンジンが止まのます。

鷺一ミ

、
(



匝至]

◎走行

匝至]

.回転部に巻き込まれてけがをするおそれがあのますので、保護カバーを外した
状態では絶対に使用しないでください。

・公道での走行は危険ですので、しないでください。

・転倒によるけびのおそれがありますので、軟弱恋路地では声董しないでください。
.転倒によるけがのおそれがありますので:傾斜地では必ず等高線に対し直角方向1こ
走行してく差さい。】

・車体の重1山位置は>薬液タンクが空の任きは車体後方に、満タンのときは車体前方
に移動しま亘。傾斜地では車体の重1山位置が山側になるよらに走行>てください。重1山位置が谷伽になると、車体の山側が浮き上がの、転倒する恐れがあのます。゜

便Σ互璽)(互夏互壷)

1"a,゛、
匝亙司 ・前進χ後進をする際、周囲の人に合図をし、安全を充分確かめてください。.あぜ奪の障害物を乗b趣える時やトラック入の積み降ろし時は低速で走行してくだ
さい。,____

・走行印や薬液故布作業中に何らかの理由によの直ちに走行＼薬液散秬を停止したい
ときは、迷常停止ボタンを押して、エンジンを停止Yてから走行クラツチレバー、
ポχプbラッ、手レパーを『切』にしてください。急停止の際には、車体の前方や後
方が浮き上がる恐起があのますので充分に注意してください。.ブームを人など1こぷっける危険があのますのぞ、移動走行は鄭ずブームを収納した
状態で行ってください。

◎操舵、旋回
①曲がのたい方向のサイドクラッチレバーを握ることによの操舵、旋回でき荻す。
②旋回半径は走行速度、薬液積載量、路面の状態によの変化します。

サイドクラッチ
レバー(L)

?び、ず
リ加隈_ ^

^

'、々

C

題

"ビ

、、'ノ

6

1、」

¥与琉め

サイドクラッチ
レバー(R)

.、畔゛゛
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匝璽回

匝玉]

・転倒によるけがのおそれがあのますので、傾斜地では絶対に旋回しないでください。

・堕回をする際、周囲の△に合図をし、安全を充分確かめてください。
・高速での旋向は大変危険ですので、旋回は必ず低速で行ってとださい。
ブームを人などにぶっける危険があり声すので、ブームを使ぱした状態での操舵、

.

旋回は、サイドクラッチレバーを機体後方へ軽と引いたの戻した方の緑の返しによ
の、徐たにおこなってください。」」"

◎走行停止、駐車

①変速レバーをゆっくのと『N』 Q位置に戻します。
②走行クラッチレバーを『切』に戻じます。゜
③スロットルレバーを『低』に下げます。゜

-12-

屡璽画

◎変速レバーおよび走行クラッチレバー操作時の注意点

.駐車する時は車体がひとのでに動き出すと危険ですので、平坦で堅固な場所に駐車して
とださい。'ー"

(
屡璽司 ・薬液タンクだ空の1犬態や傾斜地で、急加速や急減速を行う、

と車体の前方や後芳が浮き上がり、思わぬ璽故にっ恋が
る恐れがあります。変速レパーを操1乍する際は、余裕をも
つてゆっくり竪操1乍してKたさい。ハ'<・変速レバーが前進または後涯の状愈で走行クラッチレバー
を操作すると、急発睡や急停止しy車倭が浮き上がる恐れ
が哩るため、沃饗危険でず。ま荏:トランスミッションが
故障す之原菌にもなり莖す:正行bラッチレバーは、、必ず
変速レパーを『N』の位置に戻してから操作してください。

(

゛、

.
@

ー
.



5-4 ブームの操作

◎ブーム操作レバーについて
各種ブーム操作レパーの作用は下表の通ので、レバーを操作している間だけ作用します。
操作レバーは、エンジンがかかっている時だけ操作するようにしてください。

レバー名称 伸縮レパー

0

操作

作用

^

上

プームが
伸びる

●ご

下

ブームが
縮む

レバー名称

^
"'J〆,'

1丁之'チ

コーιウ,」゛¥

開閉レバー

調鵬ず
J'.;!',

上

ブーム全体が
下に移動する

{j,:、ιtフ!

下

0

J.

操作

」.

,y

作用 ブームを使用
位置へ起こす

上

レバー名称

^^
^、、

、、、
、、、

、、
、、.、

^、、
^^

レバー名称

旋回レバー

ブームを収納
位置にたたむ

下

、、、
^^

先端上下レパー

、、

操作

操作

作用

ー゛ノ
''.ー

ノ"
ノ'ー

^"
ノ.ー

ー.^
.ーーー

^ノ
"゛""

作用

0

ブームが右に
旋回する

上

ブーム先端が
上に移動する

上

ブームが左に
旋回する

下

ブーム先端が
下に移動する

レバー名称

下

上下レバー

操作

作用
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ブーム全体が
上に移動する

作
用
図

作
用
図

作
用
図

作
用
図

作
用
図
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5-5 薬液散布

5-5-1)プームの展開

エンジンは稼働状態で、走行は停止状態で下記の操作を行ってください。

ブーム収納金具①ι先端上下レバー」、及び「上下レバー」を
操作し、収納状態のブームをブーム収納金具
から約20cm程上昇させます。

②「開期レバー」を操作し、ブニムを本機右前
方に旋回させます。

③「上下レバー」を操作し、プームを噴霧作業
を行いたい高さにします。

④「先端上下レパー」を操1乍し、 プームを地面
と平行にします。プームを下げた状態で作業
を行う場合は、走行地面の様子をよく確盡し、軟弱であったb凹凸がある場合は、「先端上'
下レバー」でブーム先端を少し上げた状態に
すると、地面との接触を避けることができま
す。

⑤本機左側で散布作業を行うときは、防短回レ
バー」を操作し、プームを左側に移動します。

⑥散布幅に合わせ太、「伸縮レハー」でブーム゜
を伸ばします。第1ブームの各噴口のコック
は、ブームの伸縮に合わせて開閉します。

(

E1重亘]

匝璽画

・ブームの旋回は、嵯ずブ叉厶を最も縮めた状態で行ってください。・プームの旋回は:プームが止まるまで行ってマださい。」゜
・散布作業以外(移動や駐車)の時は、必ずブームを収納状態にしてください。
・エンジンが稼働していない時は各種操作レバーを触らないぞください。゜

5-5-2)プームの収納

エンジンは稼働状態で、走行は停止状態で下記の操作を行ってください。

①「伸縮レパー」を操作し、ブームを縮めます。
②プームを本機右側にします。"゜
③「上下レパー」を操作し、ケーム全体をプーム全体が最も下がった位置から
30cm程度上に上げまず。ー

④「先端上下レパーLを操作>、ブーム先端を最も上まで上げます。
⑤「開閉レバー」を遅作し、ブLAを本機側△旋回させます。゜=
⑥ブーム収納金具の位置まで旋回が終了したら、「上下レバー」を操作し、
ブーム全徐を下に禾げます。"'」"

⑦「先端上下レパー」を操作し、ブーム先端を下げブーム収納金具に降ろします。

・プームを操作する時は、周囲の状況を良く確認してから行ってください。

(

'゛

凡嬰, ,_J

C^ ・ブームをプーム収納金具に降ろすとき、降ろしすぎるとブーA、及び収納金具を破損する恐hが蕊のます。必要取上に降ろさないでくだ途い。'

.キ
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5-5-3)薬液充填

①'ヒンバルブだ閏められている三仁を確認してから、
薬液タンクに蓑連を入れます。薬液タンク内で調貪'
する場合は、薬液タンク内に水を所要量の半分ほど
入れてから農薬を入れ、残のの水を入れて希釈して
ください。

②薬液タンクキャップをしっかのと締め付けます。
③エンジンを始動し、散布圃場に移動します。

匝匝]
・調合が適初でない薬液は、作物を傷めるだ
けでなく人体にも有害になる恐れがあのま
す。薬液の調合の際は、農薬の使用上の注
意をよく読み、正しく希釈してから使用し
てください。

・薬液タン、クが満水烋態のとき」傾斜襲廷ど
タンクが傾いた状態にな百と薬液が薬液タ
ンクキャップおネヲ部からこぼhることが
あのますので注意してください。

[亘璽]
・本製品付属の薬液タンクキャップは、ブリ
ーザ機能をもった専用品です。タンクキャ
ツプを交換する場合は必ず販売店に注文し、
専用のタンクキャップに交換してください。

5-5-4)動噴

◎動噴の吐出圧力設定

①下記の事項を確認します。
・各部コツクが閉じているこ、と。、
・動噴調圧弁の排圧レバーが上がっていること。

~以下はエンジンが動いている状態で
おこなってください~

②スロットルレバーを『高』にします。
③ポンプクラツチレバーを『入』、にします。、
④動噴調圧弁の排圧レバーを下げ、調圧弁の調圧ダ

イヤルを回し、圧カメモリを見ながら、所定の圧
力に設定します。____、ハ⑤撹押鳥コックを朗くと薬液タンク内の薬液が撹捍
されます。、

⑥噴口契唾按続している吐出コックを開くとノズル
から薬液が吐出します。

野鑾蓋冨蜘●

}一罷
{' 式工

シとき盲^11.

3^、・1イ.'
.、蓊1 '!,1;

ヰ■0

み

"島

゛'

〕点、
'1

色ゞ契

ドレンバルブ

、0司゛.

祭,
、.工11工:・ド・^

鍔芽を

匝亙亙

・噴口から薬液が吐出されても安全かどぅか、
まわのの状況をよく確認してから吐出コッ
クを開いてください。
このとき、接続部のパッキンに脱落のない.

こと、各ネジ部にゆるみがないこと、ホー
スに亀裂、摩耗、破損のないこと等:各部
に異常のないことを確認してください。

排圧レバー

◎動噴の停止

①吐出Pツクを閉じます。、
②動噴調圧会の排圧レバーを上げます。
③ボシナクラッチレバーを『仞』にし辻す。
④スロットルレバーを『低』にします。

'弦,一μX条やえ

調圧ダイヤル

(_

撹枠用コック 吐出元コック
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元ブーム用コック
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先プーム用コック
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5-5-5)散布作業

①散布開始位置に移動後、いったん走行を停止します。
②プームを飯布状態にし辻す。L 丁゜

(「5-4:プニムの操作」及ぴ「5-5:ブームの展開」参照のこと)③変速レバーを前進1速、または後進1速にします。ψ小'
④スロットルレバーを『禽』1乞します。゜
⑤動噴を始動し、コック云開き噴霧状愈にします。
⑥走行クラッチしバーをゆっくの燦作じ、走行を閉始します。

國
.

⑦薬液数布を中断または終了するときは、王記の操作を行います。・走行クラッチレバー巷『切』にしてIE行を止めます。゜
・吐出コックを閉じ、薬液の吐出を止めます。フ'、、.,,

うね間の移動時恋ど、散布の不要委場所ではこまめに吐出コツクを閉じ、
クラッチレバーを『切』にしてください。'

動噴調圧弁の排圧レバーを上げます。.

ポンラクラッチレパーを『切』にし辻す。.

・スロツトルレバーを『低』にします。
・ブームを収納します。ー゜

※風回きにも、よ2ますが、後進で散布作業を行うと
農薬の被ぱく量は比較的少なく済みます。

※補助コックは手散布作業やジェットポンヲ駆動に
利用でさます。ホース等を接続してC使用くださ
い。ただし、接続するホースは耐圧が25Mpa
以上のものをご使用ください。

.

(

.

匝璽司
・薬品の吸入や付着による事故を随ぐため、帽子、保護眼鏡、保護マス々、ゴム手
袋、長袖の保護衣、長ズポン、ゴム長靴谷着用し、虔膚が露出倦ず危険めない服
装で作業をお色なってください。'月゜
ハウス内での使用は人体に悪影響を及ぽすおそれがあのますので、よく換気をし
てください。'」'='

匝亙司

.

・散布作業開始時は、エンジンの回転が高い状態で走行クラツチレバーを操作する
ことになのます。 bラ塑乏操作後直ぐに高速ぞ機体が動き始めますので、周囲の
状況をよく確認してから操作するようにしてください。'

・作叢中にめまい、頭痛を生じまたは気分が少しでも悪之なった場合は直ちに医師の診察を受けてとださい。ー
・走行中や薬液散秬作業中に何らかの理由によの直互に走行、某液散布き停止したいときは、非常停止ボタンを押して、エンジンを停止してから走行クラッチレパ
ー、ポンせクラッ壬レバーを『切』1こしてください。急停止の際には、車体の前
方や後方が浮さ上がる恐れかあのますので充分に注意じてくだざい。'

・水道、河川、池、沼恋どを汚染しないように、また、人体や散布対象物以外のも
四唾かからないよう風や周囲の状況に充分注意して1乍業をおこなってください。

・薬液散市作業以外のときは突然の噴霧防止のだめ左右吐出コックを閉じた状態1こ
してください。ハ'力L"山
作業中に噴口部を滝掃または交換する場合は顔面などに薬液がかかる恐ねがあの

.

ますので、動噴を停止し、叱出コックを閉じt噴口を開放状態にしてから噴口部を取の外しておこなってとださい。'ー
貫ホースの温度は40゜C以下で使角してください。 40゜Cよの高くなのますと性
能が低下します。゜=
手散布作業時琴ど、袖助コツ々に接続するホースには無理な曲げ、ねじれ、引っ

.

張の、折れなどを写え恋いようにしtください。川"'
プートを人恋どにぶっ{才る危険があのま苛のでt 移動走行は必ずブームを収納し
た状態でおこなってください。'"
ラーむを人などにぶっける危険があのますのでLブームを使ぱした状態での操舵、
旋回は、サイ、ドクラッチレパーを軽く引いたり戻したりの繰の返しにXり、徐ん'
1气行っセ!ください。"'ハ
ブームを人などにぷっける危険があPますので、ブームの操作はまわのに人恋ど
の障害物がないことを確認してから行ってくだきい。

^ームξ

ポンプ

.

補助コック

ユニ

.
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・走行速度と薬液散布量の関係は下記の通のです。

走行速度A (km/h)、その時の噴口の全吐出量をB (ι/min)とすると、 1m走行
当たのの薬液散布量>(4/m)は、

0.06XB÷A =>(ι/m)

となのます。

(後進1速)19 km/h例1)走行速度A
(15頭口、ポンプ設定圧25Mpa)334/min全吐出量B

1.04C/m006×33÷19>

(後進1速)19 km/h例2)走行速度A
(21頭口、ポンプ設定圧25Mpa)40C/min全吐出量B

126C/m0.06×40÷19>

-17ー

※走行速度A=19km/hにおける散布量目安表

>

B :全吐出量(C/min)

吐出噴口数

Im当薬液散布量(C/m)

5-6 輸送
◎トラックへの積み降ろし

①平坦で堅固恋場所に卜乏ツ、クを嘩車します。___
②外h止めのっいたアルミマリッジをトラッb荷台に外れ喬いように固定します。
③クローラとアルミブリッジの方向をまっすぐに定めてから、低速でゆっくの積

み降ろしをおこなってください。

10om走行時の

有効散布幅(m)

散布面積(雨)

散布量(4)

匝垂]

転落によるけがの恐れがあのますのヱ、下記の宇項を守ってくだ§い。
.ケフルミブリッジぱ80ok目f以上の荷重に耐えらhる、トラック荷台禽さの
4倍以上の長さのものを使用してください。

・必す薬液乞ンクを空!三Yて赴巨積み下ろしを行なってください。
・トラック荷命上では薬液を薬液タンク!こ充填しない歪Kださい:
・車体の雲脚位置が上側!こなるように、後進で上り、前進で下っをください。・低速(前進1速、又は後進1速)で走行してください。
.ラルミブリッジ〕二ではサイドクラッチを切らなよでく1ごさい。

15

33

104

44

17

440

35

④トラツク荷貪に積み込み後、走行クラツチを仞の、
ープ掛けをおこなってください。

104

1 1 1

5.0

19

375

500

1 18

1 1 1

21

56

560

40

126

118

62

620

126

輸送中転倒しないよう口

(ニ

(



回
6-1 使用後のお手入れ

①薬液タンク内の薬液を排出し、新た倭清水を入れて動噴をまわし、、薬液配管(薬液タンク、サクションフィルタ、動噴、ポージンキ、ホース、噴口なぞ)内部を洗浄しま
す。""'

『サク

4

(サクシヨンフィルタ、ボージンキの清掃にっいては7-2点検、整備方法の
ションフィルタの清掃!『枩ージンキの清掃』を参照してぞださい。)②凍結防止のため下記の要領で薬液通路内の水をすぺそ緋出しまず。゜

";動瞳の俳圧レバーを上げ、全てのコZ之を開きます。゜ヲ
・薬液タンクのドレンバルシを開き、薬液タンク内の

'

・薬液タンク内の水が排出されたら、動噴を15秒程
度空運転しポンプ内の水を排虫し辻す。

・ポンプド、レンを緩め、ポンプ内の水を排出します。
③すべての水が珪当さhましたらコックを閉じます。'゜
④村着した泥、薬液、異物を膚水で洗い流し、固く愁った
布でふき取bます:<'」

水をすぺて排出します。

^

(
西

⑤走行クラッチ、ポンプクラッチを共に切の、風雨や日光
の当たらない軍坦なところで保管じてください。

・このときエンジン、動噴、>べルトには清水を
かけないでください。

匝亙画
.動噴を止めても動噴鎧恋叉ス内に圧力が残っていることがあのます。こ四状
態で接続部を外すと薬液が噴き出す恐れがありますので、接銃部を加す前に
闇囲の吠況を確認し、吐出コックを閉じてから噴口を吐胎状愈にして動噴~
杢ース内の圧々差抜き、取り外してください。ー

・前回使用した薬液がタシク、ホ次ス、噴口なぞの内部!こ残ってい及と薬害を
おこす危険性があのます、註に除草剤散布に使用した後、一般防除作業に使
用する握金は残っている薬液を禿分に洗い流してください。

・余った薬液及ぴ機械の洗逸水は、河川、水源池、池、沼、9ド水等に流入して
稜害を及ぼさ恋いよう、薬害のない方法で血分してとださい。

・俣管時は必ず走行クラッチ、ポンプクラ、ツチを共に初の、風雨や直射日光の
当たらない平坦なところで葆管してください。ハ'

6-2 長期保管
『6-1使用後のお手入れ』を実施後、
下記の事項をおこなってください。

◎エンジンについて

(必すエンジンを止めた状態で作業して
ください。)

①燃料の変質による始動不良などを防
止するために、気化器下部のフロー
ト室を外して気化器内の燃料を抜い
てください

フロ、ート室は、エアクリーナーを外
せぱ取の外せます。
また、燃料コックからストレーナカ
ツプを外し、燃料コックを開いて燃
料タンク内の燃料を抜いてください。

ユ゛ー

ポンプドレン

歴亙回

エアクリーナー

T

・火気厳禁です。燃料の取り扱いには充分注意をしてください。

フロート室

ーーー＼

^
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②点火プラグを外して、その取付穴からエンジン、
牙イルを約5CC注ズし、りコイルスタータノブ
を数回引いた後、点火プラグを取の付け、再度
リコイルスタータノブをゆっくの引き、重く
なったところでりコイルスタータノブを戻して
ください。エンジン内部への外気 G昼気)の進
入を防止できます。

◎動噴について
動噴の取扱説明書に従って必要事項をおこ恋いま
す

国
フ-1 定期点検

機械の性能維持、寿命増進のために、定期的に下表の点検を実施し了ください。定期点検によりネ具合が発見ぎれた湯合1とは『フ-2貧検、整備方法』該当項白に
沿って直ちに補修などの措置を講じてください。

◇初回のみ●その時間毎

^
^

点火プラグ

サイドクラッチ

ーーへ、

駐車ブレーキ

^

、、

走行装置

点検項目

_ーノ
、_ー/

動力伝達装置

ミッションオ

クローラの損傷

__/

エンジン

クローラの張の具合

走行クラッチ

ボンプクラッチ

ルの交換

動噴クランクケースオイルの交換

エンジンオイルの交換

毎回

油圧ポンプオイル量

点火プラグ

ボージンキ

.

25H毎

燃料コック

サクションフィルタ

.

エアクリーナ

その他

.

運転時間

50H毎

.

.

.

10OH毎

可動部へのグリスの塗布

20OH毎

ノーー

◇

◇

.

.

.

.

.

◇

.

.

.

.

.
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フ-2 点検、整備方法

匝璽珂

【エンジン】

・燃料の補給

点検整備は平坦で堅固な場所に駐車しておこなってください。

・燃料は自動車用無鉛ガソリンを使用してください。
・燃料タンクの容量は64です。」゜

匝亟]

(

・火災の恐れがあのますので、燃料補給時
は次の項目を必ず守ってください。
燃料はエンジンを止めた状態で補給し.

でください。'」"
・燃料補給時は火気に充分注意してくだ
さい。

・燃料補給時は高温部に燃料がかからな
いように補給してください。

・燃料タンクの給油口一杯まで燃料を入
れないでください。
燃料がこぽ充たらきれいに拭き取って.

ください。
・燃料補給後、燃料タンクキャップは確
実に閉めてください。

オイルゲージ
(車体後方の扉を開くと外し易くなのます。)

-20-

・エンジンオイルの交換

・ドレンプラグからオイルを抜き取の、新しいオイルと交換してください。
オイルグージを外しておくと早く抜1づます。、、゜

・オイルゲージ、ドレンプラグは車体後方の毛のをご使用ください。
・煮イルはSE級以上の良質のものをご使用ください。」゜・容量は1.04です。、'゜

・エンジンオイルの点検

・毎運転前に必ずオイル量を
点検し、正規油面まで補給
してください。また、オイ
ル漏れの対策についてはお
買い求めの販売店にお問い
合わせください。

(

オイルゲージ

'゛

匝亜]

正規油面

?,1,堕、

.

エンジン停止直後はエンジン及びエンジンオイルが高温1〒套っています。やけどのおそれがあのますのでよく冷えたことを確認し、禿分注意してください。

@

0

ドレンプラグ

このとき、

ミ

等倉



・エアクリーナの清掃

・エレメントを抜き取の、洗油(白灯
油)で洗浄後、の割合の混合油に浸
し、片手で固く絞って再ぴ取の付け
ます。

白灯油3:エンジンオイル1

ケース本体

0'

'1'四g,、
1

・燃料コックの清掃

・点火プラグの清掃、調整

・燃料コックを閉じ、ストレーナカッ
づを外してストレLナカップ中の異
物を取の除き、コシアミに付着して
いる異物も捨て、洗油(白灯油)で
洗い、再びしっかのと組み付けま
す。

・電極に付着した力ーボン
を取の除き、紙ヤスリで
磨いて電極隙間を調整し
ます。

匝璽司
・エンジン停止直後は工
ンジン及び点火プラグ
が高温になっていま
す。やけどのおそれが
あのますので充分注意
してください。

【ミッション】

・ミッションオイルの交換

^

'＼ヨ立三三

電極隙間
07mm

・ミッションオイルの交換、補給について
はお買い求めの販売店にご相談ください。

・使用オイル
品名:ギヤオイル
AP I: GL4以上
SAE:#90
容量 06ι

ロ,C.一涯

規格: NGKBP5ES

-21-
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【動噴】

・動噴クラχ乞ケーZオイルの交換、、
①オイルが暖かいうちに油入栓と油抜栓を外して油抜栓からオイルを抜き取のます。

②油抜栓をしっかのとはめ、油入栓からモーピル油(sd級SAEIOVV30)を
油面計の中央点まで入れます。 6由量:1.15ι)

③油入栓をしっかりと締めます。

・その他の点検、整備方法につきましては動噴の取扱説明書をご覧ください。

(

油入栓

【ポージンキの清掃】

..ーー

薬液散布作業終了後、下記の要領で必ずボージンキ
を清掃してください。
①ボージンキ~動噴間のホースを配管から外しま

す。
②ボージンキを配管から取の外し、ニップル、替

アミ、本体を分解します。
③替ラ、を清水で洗浄し、美物を取の除きます。
④ニッヲルに替アミを差し途んでから太体と組゜
み村けて、配管にしっかのと組み付け直します。
『①』で外したホースをしっ分めと組み付け直し

ます。

吋

(

X

^

J栃.ず

'皆S'?

【サクションフィルタの清掃】

匂ヨ式
"一『

-22-

薬液散布作業終了後、下記の要領で必ずサクションフィル
タを清掃してください。
①サクションフィルタを配管から取り外します。
②サクションフィルタを清水で洗浄し、異物を取の除

きます。
③サクションフィルタを配管にしっかりと組み付け直

します。

油抜栓

ニップル

▽

替アミ

鵡

本体

サクションフィルタ

1
点

無



【油圧ポンプ】

下記の要領で油圧ポンプオイルを点検してください。

①ブームを収納状態にして、エンジンを止めます。
②注油口のオ才ル半ヤップ谷外し、注油口から油゜

面までの高さを測のます。
③上記高さが5Cmに満たない場合は、上記高さが

5Cm程度になるように下記オイルを入れます。

使用オイル:油圧作動油#46

④注油口にオイルキャップをしっかのと締め込み
ます。

屡璽回 ・エンジン停止直後は油圧ポンプ、及び浬圧ポンマオイルが高温になっています。
やけどのおそれがあのますので充分注意してください。

【>べルトの交換】

>べルトが損傷したとさは、新品との交換をお買い求めの販売店に依頼してください。
>べルトはバンドの下記サイズ相当品を使用してください。

、ニ

ψ

エンジン~ミッション

曝藩r

使用箇所

エンジン~動噴

オイルキャップ

鰹

エンジン~油圧ポンプ

篭

VV80OS B35 (1 本)

サイズ(本数)

SB-45 (2本)

S B-42 (1 本)

-23-
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▲

国

サイドクラッチレバーを
握っても旋回しない

現象

駐車プレーキの効きが悪い

クローラが外れる

走行クラッチを入れても
走行し恋い

ワイヤの調整不良

走行クラッチを切っても
走行する

ワイヤの調整不良

原因

ボンプクラッチを入れても
動噴がまわらない

ブレーキシュー等の摩耗

張の調整不良

テンション調整不良

ポンプクラッチを初っても
動噴が止まら恋い

Vべルトの損傷

テンション調整不良

エンジンがかからない

※

>べルト押さえの調整不良

テンション調整不良

※

>べルトの損傷

※

対策

テンション調整不良

※

(

>べルト押さえの調整不良

※

燃料不足

エンジンに力がない

※

※

燃料の変質

※

始動操作の間違い

※

※

散布作業時、噴口から
充分な霧が出ない

点火プラグの不良

※

エアクリーナにゴミが
詰まっている

※

フ-2点検、整備方法の

『燃料の補給』参θ系のこと

エンジンオイルの不足

6-2長期保管の
『エンジンについて』参照のこと

その他

5-2エンジン始動・停止の
『エンジン始動』参サ系のこと

操作の間違い

プーム油圧操作に関する
不具合

噴口の目詰まの

フ-2点検、整備方法の
『エンジン始掃、調整』参照のこと

薬液タンクに薬液がない

※印の不具合対策に関してはお買い求めの販売店にご相談ください。
その他、不明な点は販売店にご相談ください。
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フ-2点検、整備方法の
『エアクリーナの清掃』参θ系のこと

サクションフィルタの目詰まの

フ-2点検、整備方法の
『エンジンオイルの点検』参照のこと

ボージンキの目詰まの

動きが悪い

※

5-5 『薬液散布』参照のこと

その他

噴口を清掃する

薬液タンクに薬液を補充する

フ-2点検、整備方法の
『サクションフィルタの清掃』参照のこと

フ-2点検、整備方法の
『ポージンキの清掃』参照のこと

5-4 『プームの操作』参照のこと

※

三1▼
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田
機械の調子が悪いとき、『8故障と対策』に
したがって処置をしても不具合が改善されな
い場合、下記の点を明確にしてお買い求めの
販売店にご連絡ください。

・型式名(VVP-50IS)
・製造番号
・購入されてからどれくらい使用されまし
たか?(約ロロロ時間使用)

・不具合の発生したときの状況をできるだ
け詳しく教えてください。

匂

"

.

製造番号ラベル
(油圧ポンプ近傍)
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<メモ>
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この度は弊社製品をお買上げいただき、誠にありがとうございます。
弊社では、本製品を末永くご使用いただくため、保証業務を行っております。
1 本製品は厳密な品質管理と検査を経てお届けしたものですが、万一保証期間内に、

注意ラベル、取扱説明書の注意書きに従った正常な使用状態で故障した場合は、
商品に本保証書を添えて、お買上げの販売店に修理をご依頼くたさい。

2.保証期間内でも次のような場合は有料修理になります。
①ご使用上の誤り、及び不当な修理や改造による故障、又は損傷。
②火災、地震、風水害、雷、その他天災地変、塩害、公害や異常電圧による故庫又は損傷。
③消耗部品(パッキン、 0 りング等)の損耗交換時の部品代及び修理代。
④保管状態が適当でない場合の故障、又は損傷。
⑤本保証書のご提示がない場合。

⑥本保証書の所定事項の未き己入、あるいは字句を弊社の承認を得ることなく修正した場合。
3.本保証書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。
4.本イ呆言正書は日本国内にお＼、てのみ有安力で'す。 1hiS 如「「肌ly is volid only in 」叩卯

※本保証書に記載された内容のもとにおいて、無料修理を行うことをお約束するもの
で、本保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありません。

※保証期間経過後の修理等にっいてのご不明な点は、お買上げの販売店にお問い合わせ
ください。

※お客様にご記入いただいた保証書の内容は、保証期間内のサービス活動および、その
後の安全活動のためにご利用させてぃただく事がございますのでご了承ください。

型式
(MODED

製造番号

保証期間

WP-50IS

フりガナ

お名前

動力噴霧

ご住所

お買上げ
1年間(但し、

匂

店名/住所/電話

TEL

年
消耗品は除く)

お客様

修理メモ

<亜E>榔部麻場

月

取扱販

日より

店

本社/〒381-8530 長野市北長池1443-2
TEL :026-244-1317

URL :址如ソ/W削. asaba-mfg. CO.jp

(_

してくださ大切 、し

〒

こ
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(書正室
口1


